
2017年度 実習・実技等の取組状況 
 

作業療法学科 臨床実習 

 

名称 
時期/期間 

単位 
目的 目標 

作業療法概

論実習 

（見学実習） 

1年／7月 

 

早期にリハビリテーションの現場を体験することで自分の目標を明

確にし、今後の学習意欲を高める。 

具体的目標： 

1. 臨床現場で求められる常識的態度や、責任のある行動をとること

ができる。  

2. 患者様と接することに慣れる。 

3. 意欲的に実習に取り組む姿勢を持つことができる。 

4. 作業療法士の役割を知る。他部門との関わり方を把握できる。 

5. 施設の機能を知る。 

6. 実習施設が対象とする主な疾患について具体的なイメージを持

つことができる。 

3日間 

作業療法

概論演習 
1単位に含む 

臨床実習 A 

（体験実習） 

2年／8月 

 

医療人を志すにふさわしい自主性、積極性、社会性を養うとともに、

疾患に対する知識を深める。また、ICFの構成概念を理解し、1ケー

スを包括的に捉える。 

具体的目標： 

1. 1年次・2年次前期に履修した専門基礎科目・専門科目の習熟度

を確認する。 

2. 疾患・病態に対するイメージを臨床現場において自己の目で観

察・確認する。 

3. リスク管理に対する意識を養うとともに衛生・安全面に配慮でき

るようにする。 

4. 患者様の接遇および守秘義務等医療人としての倫理観について

学ぶ。 

5. 1年次に比してより成長した目で、医療機関・施設の機能・役割

を確認する。 

6. 1年次に比してより成長した目で、各医療職の役割とチームワー

クを確認する。 

7. 自主性・社会性を向上させると共に、社会人たる良識を身につけ

る。 

8. 作業療法士を目指す目的意識を一層強固なものにする。 

9. 医療人として不可欠な「相手を思いやる気持ち」・「慈しみの心」

を身につける。 

1週間 

 

45時間 

1単位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

臨床実習 B 

（評価実習） 

 

3年 

11~2月 

各疾患において用いられる評価を経験し，評価技術を身に付けるとと

もに各評価の意義を学ぶ．また評価結果から問題点を抽出し，治療目

標の設定，さらには治療計画の立案を行なう． 

具体的目標： 

【評価】 

1. 一般情報収集 

対象者の疾患と治療の概要を理解する． 

担当症例特有の症状とそれに対する医学的治療方針もしくは支 

援方針を理解する． 

2. 面接・観察・検査・測定の実施 

必要な面接・観察・検査・測定の項目を列挙する． 

面接・観察・検査・測定を実施する． 

3. 記録 得られた情報や検査・測定の結果を記録する． 

4. 分析・統合・解釈 

得られた情報や検査・測定の結果を基に問題点を列挙する． 

問題点を整理する． 

【目標設定】 

1. 障害の変化を予測する． 

2. 長期目標を設定する． 

3. 短期目標を設定する． 

【治療計画の立案】 

1. 必要な治療や指導を列挙する． 

実施する治療計画を具体的に立案する． 

4週間 

×2回 

270時間 

6単位 

臨床実習 

（総合実習） 

4年 

5~9月 

臨床実習は，各疾患における評価，治療目標の設定，治療計画の立案，

さらには治療実施を通じて，作業療法の基本的知識・技能の習得をは

かることを目標とする．また，職業人・専門職としての基本的な態度

の習得をはかる 

具体的目標 

【初期評価】 

1． 一般情報収集 

対象者の疾患と治療の概要を理解する． 

担当症例特有の症状とそれに対する医学的治療方針もしくは支援

方針を理解する． 

2． 面接・観察・検査・測定の実施 

必要な面接・観察・検査・測定の項目を列挙する． 

面接・観察・検査・測定を実施する． 

3． 記録 

得られた情報や検査・測定の結果を記録する． 

4．分析・統合・解釈 

得られた情報や検査・測定の結果を基に問題点を列挙する． 

問題点を整理する． 

【目標設定】 

1. 障害の変化を予測する． 

2. 長期目標を設定する． 

3. 短期目標を設定する． 

【治療計画の立案】 

1. 必要な治療や指導を列挙する． 

2. 実施する治療計画を具体的に立案する． 

【治療の実施】 

8週間 

×2回 

720時間 

16単位 



1. 立案した治療計画を実施する． 

2. 実施内容を記録する． 

【再評価・目標再設定・治療計画の変更】 

1. 再評価により作業療法の効果判定を行なう． 

2. 新たな短期目標の設定と長期目標の確認を行なう． 

3. 再評価結果に基づき作業療法計画の修正や変更を行なう． 

【最終評価・今後の方向性・考察】 

1. 患者の変化や作業療法の効果を確認する． 

2. 今後の作業療法の方向性を検討する． 

【管理運営】 

1. 組織の概要を理解する． 

2. 作業療法の過程を理解する． 

3. 管理業務の概要を理解する． 

合計 1080時間 

24単位 

 

 


